












要約:ATL 母子感染予防対策として、高知県内において、献血者を対象に ATLウイルスキャ

リア率を検討し、特に高率の地域をモデル地区とした。モデル地区の病院開業の産婦人科

医を事業協力者とし、統一した患者に対する説明・対応を実施することとした。ATL ウイ

ルスキャリア率は、県内の他の地区 1.6%に比し、モデル地区は 44%と有意に高率であった。

児の哺乳方法による感染に関しては現在実施中であり、今後の検討が必要である。有用な

ATLA スクリーニング法としては、告知という重大な問題を抱える産科医にとって偽陽性率

が低く、正診率が高い、EIA 法(抗体吸収試験併用)が有用であり、その基準は、CI:2O 以上

もしくわ抗体吸収率:60%であることが明かとなった。 


